
��月刊建設０４－０８

はじめに

　一般国道２号玉島バイパスは、岡山県倉敷市内の

交通渋滞の緩和を目的として計画され、起点を倉敷

市大西から終点倉敷市阿賀崎に至る延長９.３㎞のバ

イパスで地域高規格道路倉敷福山道路の一区間であ

る。今回、船穂高架橋（L＝９００m）が完成すること

によって全線高架化が完了し、２車線が全線供用に

なった。

事業の概要

　延　　長：９.３㎞（うち高架橋部８.６㎞）

　道路規格：第３種第１級

　車　線　数：４車線　幅員２０～４０ｍ

　総事業費：２７.３億円（船穂高架橋分）

　事業着手：昭和４７年度

事業の経緯

　本事業は昭和５２年から工事に着手し、側道の整備

を先行して昭和６０年には側道と高梁川橋を供用した。

その後、順次高架橋が施工され、今回平成１４年７月

この船穂高架橋が完成することによって全線高架橋

が完了し、暫定２車線による全線供用となった。

事業の効果

� 通過時間の短縮と定時性の向上

　船穂高架橋が開通することにより、山陽自動車道

の玉島I.Cへノンストップでつながり、よりスムーズ

な走行が可能になり、昼間の慢性的な渋滞が解消さ

れ、玉島バイパス区間の通過時間の短縮と定時性が

向上した。

� 渋滞損失額の低減

　バイパス船穂沖交差点は岡山方面への通勤時の車

が集中し、朝夕のピーク時の最大渋滞延長は１,７００m、

通過時間が２５分もかかっていたが、船穂高架橋の開

通により、この交差点を中心に渋滞が解消され、玉

島バイパス区間の渋滞損失が約４０億円から１７億円と

約６割低減した。

� 交通事故の減少

　供用後２ヵ月間（８～９月）の玉島バイパスの事

故件数は、前年同月比で３～６割減少した。船穂高

架橋開通により、通過交通と地域内交通・自転車・

歩行者が分離されることによって安全性が向上した

ためと考えられる。

� 開通後の利用者の声

・渋滞が緩和されたため、側道から本線への合流がし

やすくなって、運転時のいらいらが少なくなった。

・倉敷駅、新倉敷駅で列車に乗車するタクシーのお

客に対して、所要時間が予測できるようになり、

送迎時の時間の見当ができるようになった。
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